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京都ならではの「雑がみの分別・リサイクル」の全市展開について 

 

 

 

京都市では，「平成３２年度までにごみ量（受入量）３９万トン」という目標を達成する

ため，ごみの減量に取り組んでいます。特に，家庭から排出される「燃やすごみ」の約３割

を占めている「紙ごみ」の分別・リサイクルを徹底的に進める必要があります。 

このため，本市では，「紙ごみ」の中で，分別・リサイクルがあまり進んでいない「雑が

み」について，市民の皆様に徹底した分別をしていただき，また，古紙回収業者が雑がみを

確実に回収できるよう，コミュニティ回収や「エコ学区」事業における雑がみの徹底回収，

分かりやすい雑がみの排出方法の構築に取り組んでいます。 

この度，市民の皆様・民間事業者・行政の３者協働による京都ならではの「雑がみの分別・

リサイクル」を全市で展開することになりましたので，お知らせします。 

 

（参考）これまでの取組 

京都市のごみ量（受入量）は，ピーク時の平成１２年度には８２万トンでしたが，ごみの

減量・リサイクルを推進し，「循環型社会・低炭素社会」を構築するため，平成３２年度ま

でにピーク時からのごみ半減，３９万トンにまで削減するという挑戦的な目標を掲げ，市

民・事業者の皆様との「共汗」により様々な取組を推進してきました。これにより，平成 

２５年度は４７万２千トンと４割以上の大幅な削減が図れるとともに，市民１人１日当たり

の家庭ごみ量は政令指定都市で最も少ないレベルとなっています（京都市：４４５グラム，

他の政令指定都市平均：５９５グラム／平成２４年度）。 

 

この結果，５箇所あったクリーンセンター（清掃工場）を，現在，３箇所にまで縮小でき

たことで，１箇所当たりの建設費用約４００億円及び運営に係る年間経費１０億円という多

額の経費削減が図れました。また，有料指定袋制導入前の平成１８年度には，家庭ごみの収

集を２５８台の車両で行っていましたが，現在は，７０台減の１８８台体制としたことで，

年間経費約４０億円の削減を実現することができました。 
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１ 市民の皆様による分別の取組 

  市民の皆様に「雑がみの徹底分別」を行っていただき，「京都ならではの雑がみ回収の

仕組み」により排出していただきます。 

（別紙１ 啓発チラシ参照） 

「雑がみ」・・・ 「新聞（折込チラシ）」，「ダンボール」などと同様に，リサイクルで

きる紙類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 京都ならではの雑がみ回収の仕組み 

  京都の市民力・地域力を活かすとともに，古紙回収業者の協力を得ながら，最少の経費

で，「雑がみの分別・リサイクル」を徹底的に進める仕組みを構築しました。 

 

(1) 京都の市民力・地域力を活かした「コミュニティ回収」による回収 

                           （別紙２ コミュニティ回収の概要参照） 

 ○ 地域の皆様により構成される住民団体を単位として資源物回収を行う「コミュニ

ティ回収」を実施している２，１４２団体のうち１，１７８団体において雑がみの

回収に取り組んでいただいておりましたが，平成２６年度からは，全ての団体で雑

がみを必須の回収品目とすることにより，回収量を確実に向上させます。 

   ※ 団体数は平成２６年３月末現在 

○ お住まいの地域の「まち美化事務所」・「エコまちステーション」が地域に出向き，

雑がみ（リサイクルできる紙）の例 

 

（雑がみを分別するとき・回収に出すときは・・・） 

○ プラスチック，布等の紙以外の部分は外し，紙箱等はかさばらない

よう折りたたみ，紙袋にまとめていれてお出しいただきます。 

○ 個人情報はできるだけ除いていただきます。 

○ 雑がみは，「雑誌」と一緒にまとめて出していただいても構いません。 

○ 汚れているものや，特殊な加工をしているものはリサイクルできま

せん（特殊な加工とは，防水加工，コーティング紙，感熱紙，粘着物

（付せん）などです。）。 
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雑がみの分別・リサイクルの相談や，コミュニティ回収制度の案内・実施支援を行

うことなどにより，「コミュニティ回収」をはじめとした地域ぐるみの雑がみ回収を

拡大していきます。 

     なお，平成２６年４月の１箇月で，コミュニティ回収団体は７４団体増加してい 

ます（平成２６年３月末：２，１４２団体→４月末：２，２１６団体）。 

 

(2) 京都のリサイクル事業の一翼を担っている古紙回収業者の既存システムと活力を

最大限に活かした回収 

    

   ○ 「雑がみも必ず回収する」旨のステッカーを貼付し，  

市内を巡回している古紙回収業者が回収します。  

なお，古紙回収業者の巡回回収に排出できない場合に   

限り，６月２５日（第４水曜日）以降，当分の間，「雑  

がみ」を，本市が定期収集している「小型金属類・ス 

プレー缶」の収集日と同じ日・同じ場所に出していただ 

ければ，古紙回収業者が回収します。 

 この取組については，コミュニティ回収の拡大や古紙回収業者による回収状況を

踏まえて，縮小していく予定です。 

    ※ 「小型金属類・スプレー缶」の収集日は，月に１回です。市域を４つのブロッ

クに分け，第１～第４水曜日のいずれかの日に設定しています。 

    ※ (3)に掲げる山間部等の地域は除く。（コミュニティ回収やまち美化事務所によ

る回収を活用していただきます。） 

 

(3)  まち美化事務所によるセーフティネット活動 

 

○ 古紙回収業者による巡回回収が行き届いていない次の山間部等の地域では，まち

美化事務所がコミュニティ回収のエリア拡大支援や市による直接回収を行います。 

行政区 地域 

北区 小野郷，中川，雲ヶ畑，西賀茂氷室町 

左京区 花脊，久多，広河原，大原百井町 

右京区 水尾，宕陰，京北地域 

西京区 大原野外畑町，大原野出灰町 

伏見区 醍醐陀羅谷 

    ※ 下線は，元学区名を指します。 

 

○ その他，古紙回収業者による回収が行き届

かない場合は，まち美化事務所が出向き，回

収方法等を御相談し，対応します。 
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３ 資源物の回収拠点における雑がみ回収 

資源物の回収拠点では，市民の皆様の持ち込みによる雑がみ回収を行っています。次の

表のほか詳しくはホームページ「京都市情報館」の「資源物回収マップ」を御覧ください。 

回収拠点 回収日時 

各まち美化事務所 9時～16時（土・日曜日，年末年始を除く。） 

上京リサイクルステーション 8時30分～17時15分（年末年始以外） 

区役所・支所及び出張所（臨時回収） 回収日時はエコまちステーションにお問い合わせください。 

南部・東北部クリーンセンター 
9 時～正午，13 時～16 時 30 分（日曜日，第１・３・５土

曜日，年末年始を除く。） 

移動式の拠点回収事業 
地域にお伺いして実施する資源物回収事業です。場所・日

時等は市民しんぶん区版等でお知らせします。 

※ 今後とも，資源物の回収拠点の増設や利便性向上に取り組んでいきます。 

 

４ 周 知 

  市民の皆様に，紙ごみの分別を徹底していただくため，

リサイクル可能な「雑がみ」の種類や「京都ならではの

雑がみ回収の仕組み」の情報について，市民しんぶん 

６月１日号特集，全戸回覧チラシ，ホームページ「京都

市情報館」，地域での説明会やイベント等の様々な媒体，

機会を通して，お知らせします。  

 

５ 御案内窓口 

お住まいの地域を担当する「まち美化事務所」・「エコまちステーション」 

まち美化事務所 お住まいの地域 エコまちステーション（区役所・支所内） 

北部まち美化事務所 

724-8881 

北区 北エコまちステーション  366-0155 

上京区 上京エコまちステーション 366-0776 

東部まち美化事務所 

 722-4345 

左京区 左京エコまちステーション 366-0821 

中京区（堀川通より東側） 
中京エコまちステーション 366-0180 

西部まち美化事務所 

 882-5787 

中京区（堀川通より西側） 

右京区 右京エコまちステーション 366-0190 

山科まち美化事務所 

573-2457 

山科区 山科エコまちステーション 366-0184 

伏見区醍醐地域 醍醐エコまちステーション 366-0311 

南部まち美化事務所 

681-0456 

東山区 東山エコまちステーション 366-0182 

下京区 下京エコまちステーション 366-0186 

南区 南エコまちステーション  366-0188 

西京まち美化事務所 

391-5983 

西京区（洛西地域以外） 西京エコまちステーション 366-0192 

西京区洛西地域 洛西エコまちステーション 366-0194 

伏見まち美化事務所 

 601-7161 

伏見区（深草・醍醐地域以外） 伏見エコまちステーション 366-0196 

伏見区深草地域 深草エコまちステーション 366-0198 

なお，京都市紙リサイクル事業協同組合内にも，「古紙回収業者情報相談窓口」を設置 

（電話番号 601-3519） 
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６ 雑がみの分別・リサイクル全市展開に係るこれまでの取組経過 

 ○ 平成２５年７月～平成２６年３月 

市内約１１，０００世帯の御協力をいただき，雑がみ分別回収に係る社会実験の実施 

  ⇒ 実験参加世帯の８０％以上が「燃やすごみ」の減少を実感されており，市民の皆様

に雑がみの種類や分別方法を理解していただき，意識が高まることで，有効な取組で

あることが判明 

 

○ 平成２６年２月～ 

「雑がみも必ず回収する」など全５項目について，現在，４６の古紙回収業者が取組

宣言を行っている。 

（「取組宣言」の内容） 

・ 新聞，雑誌，ダンボールのほか，雑がみも必ず回収します。  

・ 雑がみ等の古紙の分別やリサイクルの方法について，京都市民の理解

が深まるよう啓発に努めます。  

・ 雑がみ等の古紙の排出に困っている地域を支援します。  

・ 京都市が推進するコミュニティ回収に協力します。  

・ 回収の際は，京都市民に親切丁寧に対応します。  

 

○ 平成２６年３月２６日 

次の内容の取組を推進するため，京都市紙リサイクル事

業協同組合と「雑がみ等の紙ごみの分別・リサイクルの徹

底推進に関する協定」を締結 

 

（「協定」の内容） 

・ 雑がみ等の紙ごみの分別・リサイクルに関する市民への周知・啓発  

・ 雑がみ等の古紙の排出に困っている地域への支援  

・ コミュニティ回収を拡大するための地域への働きかけ  

・ 市民が古紙回収業者を利用しやすい環境整備 
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【コミュニティ回収の概要】 

 

京都市では，地域の皆様の自主的なごみ減量・リサイクルの取組を支援するため，古

紙や古着，缶・びんなどの資源物を地域で集団回収していただくコミュニティ回収制度

を実施し，奨励しており，平成２５年度末時点では２，１４２団体が実施しています。

コミュニティ回収は，身近な地域で，雑がみ等の紙ごみの分別・リサイクルに取り組む

ことができる制度となっており，約半数の１，１７８団体が雑がみの回収を実施してい

ます。 

 なお，平成２６年４月の約１箇月で，コミュニティ回収団体は７４団体増加し，同月

末時点で２，２１６団体となっています。 

 

≪事業の概要≫ 

１ 応募資格 

（１） 概ね２０世帯以上により構成される住民団体であること。 

（２） 資源物を定期的かつ継続的に回収する団体であること。 

（３） 資源物の回収を業として行う者（資源回収業者）でないこと。 

（４） 回収品目，回収日時等について，事前に資源回収業者と合意済みであること。 

 

２ 回収品目 

（１）古紙類（新聞，雑誌・書籍，ダンボール，紙パック，雑がみの５種類で分別） 

※ 平成２６年度からは，雑がみを必須の回収品目としています。 

（２）古着類（古着・古布など） 

（３）缶 類（アルミ缶・スチール缶） 

（４）びん類（ワンウェイびん） ※リユースびんは対象外 

（５）その他（ペットボトル，小型金属類など） 

 

３ 助成金額 

上記２の回収品目を地域で集団回収するに当たって，お知らせビラやポスターの作

成等に必要な費用の一部を助成金として下表のとおり交付します。 

２ の 回 収 品 目 助 成 金 額 

①（１）古紙類のみ 

４月の申請：１０，０００円 

５月～ ６月の申請： ７，５００円 

７月～ ９月の申請： ５，０００円 

１０月～１２月の申請： ２，５００円 

１月～ ３月の申請： １，５００円 

（※ 翌年度以降の年額は１０，０００円） 

②（２）～（５）の回収品目のうち 

 ２品目 

③（１）古紙類＋（２）～（５）の 

 回収品目のうち１品目以上 

    ４月の申請：１５，０００円 

５月～ ６月の申請：１１，５００円 

７月～ ９月の申請： ７，５００円 

１０月～１２月の申請： ４，０００円 

１月～ ３月の申請： ２，０００円 

（※ 翌年度以降の年額は１５，０００円） 

④（２）～（５）の回収品目のうち 

 ３品目以上 

（注）助成金は毎年度交付申請をしていただきます。 

別紙２ 


